
出
し
、
野
美
村
助
貞
山
陀
吹
渡
り
、
か
た
ち
六
七
間
四
方
程
K
成、

煙
の
桜
に
つ
く
也
。
高
さ
凶
五
問
、
十
間
計
上
、
く
る
/
¥
と
鈴
又

は
地
花
て
都
泊
巾
候
。
然
出
回
坊
の
少
し
大
吉
成
物
、
件
の
物
の
上
陀

一つ
廻
り
居
申
候
。
そ
れ
よ
り
図
光
吉
兵
衛
と
由
a

者
の
家
吹
は
宮
、

共
外
近
所
百
姓
の
家
大
分
損
じ
巾
候
。
+
ん
稲
の
中
な
ど
泊
中
時
は
、

可
制
小
磁

器

内
よ
り
色
白
き
黒
き
畑
の
絞
成
物
吹
出
し
.
岡
村
盟
問
郡
野
美
村
ひ

び
き
坂
と
由
・所
陀
も
‘
右
之
泊
成
物
出
、
艇
の
様
成
も
の
吹
出
申
候
。

右
問
所
よ
り
出
巾
も
の
.一

つ
陀
成
候
と
符
候
よ
り
、
大
風
一
筋
吹

の
副
代
か
う
の
木
山
と
巾
所
に
て
は
‘
一
本
の
様
陀
相
見
え
申
候
。

有
の
ぼ
り
の
桜
成
白
書
物
、
か
う
の
木
山
陀
て
消
申
候
。
然
出
凪
に
晴

天
俄
に
nwh
り
、
盟
川
護
の
内
自
き
指
波
問
問
剤
、
丸
吉
物
出
候
て
、
此

候
ゃ
、
先
生
も
い
ま
だ
御
考
不
被
成
よ
し
御
巾
候。

白
石
、
同
時
物
の

君
子
と
存
供
。

正
徳
三
年
六
月
六
日
午
下
刻
‘

高
悶
泌
保
桓
村
の
山
大
谷
と
巾
所

陀
、
の
ぼ
り
の
桜
成
も
の
二
本
山
中
候
。
そ
れ
よ
り
盟
問
郡
久
芳
村

外
聞
に
て
も
有
之
事
に
て
.
係
官
引
に
て
は
川
県
之
候
。
前
に
旗
の
伐
に

見

'm物
は
.
風
の
祭
山
中
-E
の
と
被
巾
候
曲
、
先
生
よ
り
被
仰
下
候
。

果
し
て
怪
異
に
て
は
無
之
と
存
候
。
羊
角
瓜
の
都
何
牲
に
有
之
都
民

安
田
出
守
巾
慨
は
・
左
桜
陀
候
は
ど
私
被
也
候
忙
及
不
巾
候
。
他
領
の

申
立
候
所
無
理
に
究
申
候
。
此
会
事
は
早
速
御
下
知
K
て
均
明
快
核

に
可
敏
成
山
巾
さ
れ
候
。
共
時
伊
豆
ヰ
殿
、
左
犠
に
て
は
無
之
供
。

豆
守
殿
と
党
候
山、

ぬ
し
の
領
分
の
百
姓
と
、
地
侃
の
百
姓
と
の
公

都
有
之
.
出
K-M
守
殿
を
共
所
へ
被
む
候
。
共
闘
伊
豆
守
敗
、
安
房
守

殿
へ
領
分
の
宵
姓
無
辺
に
て
は
無
之
段
‘
委
細
に
被
巾
聞
慨
。
北
ハ時

も
御
座
候
。
叉
諜
き
人
の
椋
成
も
の
と
、
見
出
・
も
の
も
御
邸
候
。
又

は
人
に
よ
り
‘
人
の
首
の
様
成
と
申
者
も
御
座
候
。
夫
故
知
人
な
ど

見
倹
て
は
、
相
m
E取
失
ひ
か
く
れ
反
り
申
者
も
多
〈
御
庖
供
。
泣
き

村
な
ど
は
大
悶
降
申
候
。
野
美
村
は
雨
降
不
巾
候
・
闘
。
以
上
。

一
、
北
保
房
州
侯
の
直
言

般
有
院
様
御
代
始
の
時
分
、
北
保
安
易
守
殿
御
目
付
の
時
、
松
平
伊

右
の
す
さ
ま
じ
さ
都
民
付
.
百
姓
ど
も
皆
k

肝
を
消
隠
れ
居
巾
供
。

扱
右
の
物
録
巾
時
節
、
一
品
の
外
騒
数
候
て
、
常
の
蜜
と
も
陀
廻
り
候

桜
に
見
え
巾
候
。
右
廻
り
申
物
の
内
、
少
し
赤
き
棋
に
相
見
申
も
の

水
吹
上
、
川
阪
に
成
巾
候
。
そ
れ
よ
り
あ
そ
と
E
L
・
廻
り
と
ピ
ま

り
、
又
は
跡
へ
反
り

品
班
点
波
の
山
へ
御
上
り
巾
候
。
傘
}
本
抑
制
三

束
、
北
(外
ひ
ろ
げ
也
候
と
え
存
在
ど
吹
下
げ
、
洛
稲
見
え
不
巾
供
。

御
戯
陀
被
仰
と
見
市
a

由
、
曲
・裁
も
有
之
候
川
村
ば
、
い
や
/
¥
友
桜
花

て
は
無
之
候
。
武
道
の
山
棋は
、
い

か
陀
上
意
に
て
も
負
巾
俊
民
て
は

無
之
候
。
如
何
様
に
被
仰
付
候
て
も
、
無
桃
候
よ
し
御
怒
陀
候
。
共

所
へ
太
閤
又
御
山
候
て
、
何
の
耶
も
無
之
御
附
候
て
‘
毛
頭
も
御
叙

に
被
置
様
子
細
…
之
故
.
各
致
安
堵
退
出
申
候
。
今
に
存
出
候
へ
ば
、

最
早
都
出
来
巾
と
存
候
縫
‘
太
閤
駅
々

と
し
て
座
を
立
被
巾
候
。
共

跡
に
て
も
揃
現
桜
御
怒
此
不
巾
.
列
庖
の
而
k

唯
今
の
上
芯
は
、
唯

桜
の
御
窓
も
都
民
よ
り
候
て
の
俊
民
候
。
武
士
道
の
儀
は
私
を
御
前

に
被
也
候
て
は
、
左
様
の
上
意
御
無
用
に
奉
存
候。

小
牧
に
て
は
.

憾
に
上
桜
も
御
難
印
刷
広
被
存
候
。
然
成
私
前
に
て
唯
今
の
御
立
、
近

頃
有
怪
に
務
存
候
旨
、
立
あ
が
っ
て
御
窓
陀
御
也
候
。
列
座
の
而
々
、

私
儀
も
末
座
民
健
在
候
底
、
太
閤
被
巾
・候
は
、
日
本
の
弓
矢
陀
島
い

て
は
、
手
前
陀
敵
す
る
者
は
有
之
間
放
映
。
唯
今
迄
一
度
も
越
度
は

取
不
申
ι

候
と
て
出
血
言
の
島
陀
‘
何
も
紘
か
御
弓
矢
に
敵
仕
者
可
有
之

候
ゃ
な
ど
、
挨
拶
の
時
・
櫛
現
様
・
以
の
外
御
気
色
替
り
候
て
、
上

小
混

血世一

砲
に
御
開
被
成
候
庭
、
三
瞬
間
被
巾
上
候
は
、
太
閤
の
時
伏
見
陀
て
.

一
代
の
危
き
郡
を
見
巾
候
由
被
巾
候
。
如
何
様
の
俊
民
候
や
と
御
野

候
得
ぽ
、

府
両
被
中
上
候
は
、
或
時
太
閤
の
前
陀
椛
現
桜
共
外
大
名
、

可
制

の
周
到
拘
置
も
有
之
間
数
と
存
快
。
此
俄
先
生
へ
御
物
瓶
巾
上
候
得
ぽ
‘

白
石
氏

へ
御
剛
被
成
候
庭
‘
白
石
丈
被
申
候
は
、
羊
角
風
と
巾
恨
て
、

一
.
義
州
表
怪
異
の
柴
容

小
谷
勉
菩
来
住
。

前
六
月
於
副
幹
州
怪
異
の
事
有
之
候
底
.

弘山
陸
司
秘

余
被
致
際
世
司
、
私
共
へ
附
無
之
侠
故
不
承
候
庭
、
何
迄
際
結
も
不
能

成
事
K
付
、
頃
白
書
記
体
、
物
見
市
・
候
問
.
別
紙
お
懸
御
目
候
。
妖
は

拙

M
K
不
勝
に
て
候
ゆ
ゑ
、
川
町
時
安
前
世
守
級
丘
ど
の
御
園
児
て
は
.
何

心
掛
巾
人
に
て
は
無
之
と
‘
太
閤
陀
安
堵
有
之
た
め
‘
態
と
御
怒
敏

成
た
る
物
と
存
候
。
到
の
前
線
が
劉
備
K
、
天
下
の
英
雄
は
唯
公
と

我
と
二
人
と
被
申
候
へ
ば
、抽
出
と
食
時
に
あ
た
っ
て
箸
を
取
沿
と
し
、

官
民
長
そ
れ
た
る
併
を
見
せ
被
巾
候
も
同
じ
心
に
て
候
。
沿
そ
ろ
し

き
都
と
て
笑
被
巾
候
。
如
何
様
赴
は
新
井
氏
推
畿
の
過
と
存
候
。

危
儀
と
存
候
旨
三
廊刷
物
持
巾
候
由
。
n

品正
枕
柑
皆
英
雄
の
人
を
欺
く
所
と

見
中
候
。
新
訓
氏
絡
に
笑
被
申
候
。
太
閤
仰
の
都
も
た
き
K
.
右
の

荒
言
被
申
候
は
、
機
現
桜
の
御
桜
子
を
試
の
符
忙
て
候
。
共
時
上
意

之
述
K
候
在
ど
h
被
仰
候
は
H
h
.

却
て
危
可
能
成
候
。
然
鹿
児
右
之

泊
以
の
外
の
御
叙
色
K
て
、
却
は
此
人
は
武
士
道
の
俄
に
沿
い
て

は
、
身
の
加
も
何
も
願
不
申
候
。
武
道
に
戒
を
付
候
て
、
天
下
な
ど

O 




